
Cisco NCS 1004モジュールの設置

この章では、Cisco NCS 1004のモジュールを取り付ける手順について説明します。

NCS1004シャーシのすべてのモジュラスロットには、それぞれのモジュール（ラインカード、
コントローラ、PSUおよびファンユニット）を常に装着する必要があります。シャーシに付属
するフィラーモジュールを装着するための、空のラインカードスロット。モジュールの交換ま

たはアップグレード（活性挿抜、OIR）は、周囲温度が摂氏30度を下回る場合にのみ実行され
ます。コンポーネントの過熱を防ぐため、モジュールのOIRは5分以内に完了する必要があり
ます。

注意

•サポートされるコントローラカード（2ページ）
•ラインカードについて（3ページ）
•電源モジュールの取り付け（11ページ）
•ファンユニットの取り付け（16ページ）
•光ファイバ管理ブラケットの取り付け（17ページ）
• 1.2T、1.2TL、2-QDD-C、および QXP-K9ラインカードの光ファイバ管理ブラケットの調
整（18ページ）

• OTN-XPラインカードの光ファイバ管理ブラケットの調整（19ページ）
•プラガブルモジュールの取り付け（20ページ）
•エアーフィルタ（25ページ）
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サポートされるコントローラカード
表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

NCS1004は、NCS1K4-CNTLR-B-K9コントロー
ラカードをサポートします。このカードは、

RS232コンソールポートでデフォルトの 9600
ボーレートをサポートし、BIOSバージョン5.10
で動作します。

Cisco IOS XRリリー
ス 7.5.1

NCS1K4-CNTLR-B-K9
コントローラカード

Cisco NCS 1004では、次のコントローラカードをサポートしています。

• NCS1K4-CNTLR-K9

NCS1K4-CNTLR-K9コントローラカードは、RS232コンソールポートでデフォルトの
115200ボーレートをサポートし、BIOSバージョン 4.20で動作します。コントローラカー
ドには、USB 3.0が 2つ、10/100/1000イーサネットが 2つ、RS232コンソールが 1つ、お
よびSFPポートが1つ付属しています。コントローラカードのSFPポートは1GEペイロー
ドに対応します。

• NCS1K4-CNTLR-B-K9

NCS1K4-CNTLR-B-K9コントローラカードは、RS232コンソールポートでデフォルトの
9600ボーレートをサポートし、BIOSバージョン 5.10で動作します。コントローラカード
には、USB 3.0が 2つ、10/100/1000イーサネットが 2つ、RS232コンソールが 1つ、およ
び SFPポートが 1つ付属しています。コントローラカードの SFPポートは 1GEペイロー
ドに対応します。

コントローラの取り付け

このタスクには、シャーシへのコントローラの取り付けに関する情報が含まれています。

ステップ 1 挿入する前に、コントローラを正しい方向に向けます。[This Side Up]ラベルを確認します。

ステップ 2 コントローラの下部を片手で支え、ハンドルを使ってコントローラをスロットにスライドさせます。
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図 1 :コントローラユニットの取り付け

ステップ 3 T15トルクスドライバを使用して、2本のトルクスネジ（M3、T15）を 0.65 Nmのトルク値で締めます。

ラインカードについて
Cisco NCS 1004では、次のラインカードをサポートしています。

• 1.2T DWDMラインカード

• 1.2TL DWDMラインカード

• 2-QDD-C DWDMラインカード

• OTN-XP DWDMラインカード

• NCS1K4-QXP-K9ラインカード
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1.2Tラインカード
1.2Tbps DWDMラインカードは、最大 12個の OTU4クライアントポートまたは 3個の 400G
クライアントポートを提供できます。1.2Tラインカードの詳細については、Cisco NCS 1004
データシートを参照してください。

1.2Tラインカードの物理的特性は次のとおりです。

•高さ：40.4 mm

•幅：191.9 mm

•奥行き：277 mm（光ファイバ管理ブラケットを除く。光ファイバ管理ブラケット付きの
場合は 297.97 mm）

•重量：3.2 kg

ラインカードの LEDの詳細については、「ラインカード LED」セクションを参照してくださ
い。

1.2TLラインカード
1.2TL DWDMラインカードは、QSFP-28ベースのクライアントポートを最大 8個、トランク
ポートを2個提供できます。1.2TLラインカードの詳細については、CiscoNCS1004データシー
トを参照してください。

1.2TLラインカードの物理的特性は、1.2Tラインカードと同じです。ラインカードの LEDの
詳細については、「ラインカード LED」セクションを参照してください。

2-QDD-Cラインカード
表 2 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

NCS 1004は、
NCS1K4-2-QDD-C-K9Cバンド
ラインカードに対応していま

す。このカードには、8つのク
ライアントポート（QSFP28お
よび QSFP-DD）と 2つの
DWDMデュアルサブチャネル
モジュールトランクポートが

あります。各トランクポート

は、200、300、および 400
Gbpsラインレートに対応して
います。

Cisco IOS XRリリース 7.3.1NCS1K4-2-QDD-C-K9Cバンド
ラインカード
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https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/optical-networking/network-convergence-system-1000-series/datasheet-c78-740368.html
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2-QDD-C DWDMラインカードは、最大 8つの QSFPクライアントポートを提供できます。そ
のうちの 6つは QSFP-28ベースのクライアントポートに対応し、残りの 2つは QSFP-28、
QSFP-DD、QSFP-ZR、および QSFP-ZR+クライアントポートに対応します。2-QDD-Cライン
カードの詳細については、Cisco NCS 1004データシートを参照してください。

8つのクライアントポートは、4スロットずつ 2つのセットに分かれます。次の 2つの構成が
サポートされています。

•最大 8つの QSFP-28を、100GEまたは 100G OTL4.4として構成されたセットに 4つずつ
配置。

• 400GEとして構成された最大 2つの QSFP-DD/ZR/ZR+。

2-QDD-Cラインカードの物理特性は次のとおりです。

•高さ：40.4 mm

•幅：191.9 mm

•奥行き：277 mm（光ファイバ管理ブラケットを除く。光ファイバ管理ブラケット付きの
場合は 297.97 mm）

•重量：3.2 kg

ラインカードの LEDの詳細については、「ラインカード LED」セクションを参照してくださ
い。

OTN-XPラインカード
OTN-XPラインカードは、使用可能な帯域幅を最適化するために、最大 1.6 Tbpsの OTNアグ
リゲーションスイッチング機能をサポートします。1つのラインカードで、8x100GEマックス
ポンダまたは 2x400 GEトランスポンダアプリケーションをサポートします。

OTN-XPラインカードには、次の内容が含まれています。

• QSFP 28ポート x 8

• QSFP-DDポート x 4

• CFP2ポート x 2

カードの LEDの詳細については、OTN-XPラインカードの LEDを参照してください。

OTN-XPラインカードは、400GE/OTUC4、100GE/OTU4、10GE/OTU2/OTU2e、16G FC、32G
FCクライアントレートに対応します。

サポートされている動作モードは次のとおりです。

•マックスポンダ x 2

•トランスポンダ x 2

•シングルカード 1.2T OTN XPonder
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•デュアルカード 1.6T OTN XPonder

OTN-XPラインカードの物理的な寸法は次のとおりです。

•高さ：40.4 mm

•幅：191.9 mm

•奥行き：282 mm（光ファイバ管理ブラケットを除く。光ファイバ管理ブラケット付きの
場合は 366.7 mm）

•重量：2.6 kg

OTN-XPカードのデータパスデバイス温度が摂氏 108度のクリティカルしきい値レベルを超え
ると、センサーアラームが発生し、データパスがシャットダウンされます。これはトラフィッ

クに影響を与えます。ただし、カードは引き続き動作します。

（注）
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QXP-K9ラインカード
表 3 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

Cisco IOS XRリリース 7.7.1NCS1K4-QXP-K9ラインカー
ド

Cisco NCS 1004モジュールの設置
7

Cisco NCS 1004モジュールの設置

QXP-K9ラインカード



説明リリース情報機能名

NCS1K4-QXP-K9ラインカード
は、ルータで ZR+光モジュー
ルを使用して低コストの100G
および 400G DWDM送信を提
供します。このラインカード

は、従来の光ネットワークソ

リューションとルーテッドオ

プティカルネットワーキング

ソリューションの両方で使用

できます。このラインカード

には、8つの QSFP-DDクライ
アントポートと 8つの
QSFP-DDトランクポートを備
えた 16のプラガブルポートが
付属しています。

NCS1K4-QXP-K9カードの詳細
については、データシートを

参照してください。

NCS1K4-QXP-K9カードでは、
次の主要な機能をサポートし

ています。

•クライアントレート：
400GE、4x100GE、および
100GEイーサネット

•変調フォーマット：400GE
Txp/4x100GE Mxpの場合
は 16QAM、100GETxpの
場合は QPSK

•スマートライセンス：ラ
イセンスの計算は、プロ

ビジョニングされたトラ

ンクスライスの数に基づ

いています。

主な機能の詳細については、

「QXP Card」と「smart
licensing」を参照してくださ
い。
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QXP-K9ラインカードは、最大 16の QSFP-DDポート（8つの QSFP-DDクライアントポート
と 8つの QSFP-DDトランクポート）を提供します。このカードは、FECクライアントレート
のない 400G ETH、4x100GE ETH、および 100G ETHをサポートします。

サポートされている動作モードは次のとおりです。

• 400G-TXP

• 4*100G MXP

• 100G TXP（FECなし）

QXP-K9ラインカードの物理的寸法は次のとおりです。

•高さ：40.4 mm

•幅：191.9 mm

•奥行き：277 mm（光ファイバ管理ブラケットを除く。光ファイバ管理ブラケット付きの
場合は 394.7 mm）

•重量：2.5 kg

ラインカード LEDの詳細については、QXP-K9ラインカードの LEDを参照してください。
QXP-K9ラインカードの詳細については、データシートを参照してください。

ラインカードの取り付け

このタスクでは、ラインカードを NCS 1004シャーシへ取り付ける方法について詳しく説明し
ます。シャーシには、フィラーカードまたはラインカード、あるいはその両方が付属していま

す。Cisco NCS 1004シャーシは、最大 4つのラインカードをサポートします。

始める前に

シャーシをラックに取り付ける前に、光ファイバ管理ブラケットをフィラーカードおよびライ

ンカードに取り付ける必要があります。詳細な手順については、「光ファイバ管理ブラケット

の取り付け」セクションを参照してください。

シャーシにラインカードがプリインストールされた状態で出荷された場合、次の手順は必要あ

りません。

（注）

ステップ 1 T15トルクスドライバを使用して、フィラーカードのトルクスネジを外します。

ステップ 2 フィラーカードの光ファイバ管理ブラケットを片手で持ち、もう一方の手で支えながら、シャーシからフィ
ラーカードを取り外します。

ステップ 3 設置する必要があるラインカードに光ファイバ管理ブラケットを取り付けます。このセクションの最初に
記載されている手順に従います。
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ステップ 4 ラインカードの向きを合わせます。[This Side Up]ラベルを確認します。

ステップ 5 ラインカードを挿入するときは、両手で行ってください。片手で光ファイバ管理ブラケットを使用してラ
インカードを持ち、もう一方の手でカードの底部に沿ってスロットに差し込みます。

図 2 : OTN-XPラインカードの取り付け
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図 3 : 1.2T、1.2TL、2-QDD-C、および QXP-K9ラインカードの取り付け

ラインカードの取り付け（または取り外し）中は、手でラインカードの底部を支えます。1

光ファイバ管理ブラケットを使用して、ラインカードを保持します。2

光ファイバ管理ブラケットは、ラインカードまたはフィラーカードの取り付け時にカードを引

き出すとき、またはカードを押し込むときにのみ使用します。光ファイバ管理ブラケットでカー

ドを支えないでください。必ず下部のラインカード（またはフィラーカード）の底部を手で支

えるようにします。

注意

ステップ 6 ラインカードをスライドさせ、カードガイドに完全に挿入します。

ステップ 7 トルクスドライバを使用して、ラインカードの 2本のトルクスネジ（M3、T15）を 0.65 Nmのトルク値で
締めます。

電源モジュールの取り付け
このタスクには、NCS 1004シャーシへの PSUの取り付けに関する情報が含まれています。

ステップ 1 挿入する前に、PSUを正しい方向に向けます。[This Side Up]ラベルを確認します。

ステップ 2 ハンドルを使用して、PSUをスロットにスライドさせ（PSUの下部を手で支えます）、カチッと音がする
まで押し込みます。挿入方向は下図のとおりです。カチッという音は、ユニットがラッチされていること

を示します（ロックラッチは、PSUを取り外す場合にのみ押して離す必要があります）。
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図 4 : PSUの取り付け

DC電源の NCS 1004への接続

NCS 1004は、短絡、過電流、および地絡から保護するために、設置する建物の保護装置に依
存します。保護デバイスが地域および国の電気規則に準拠していることを確認してください。

注意

図 5 : DC電源の定格ラベル

ステップ 1 上部のマウントスペースに正しいヒューズパネルが取り付けられていることを確認します。
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ステップ 2 ヒューズパネルから NCS 1004までの必要なケーブルの長さを測定し、ケーブルを切断します。

ステップ 3 現地の規則に従って電力を調整します。

ステップ 4 ヒューズパネルの工業規格に従って、オフィスバッテリと帰線ケーブルを接続します。

ステップ 5 ユニットの電源ラグを 2本のネジで固定します。2.7 Nm +/- 0.3 Nmのトルクでネジを締めます。

トルクレベルが 3.0 Nmを超えると、ユニットが損傷する可能性があります。注意

#6AWGケーブルを使用してください。ケーブルを配線する際は、シャーシの下に 50 mm以上の隙間を確
保してください。ETSIラックの場合、180度の電源ラグを使用して 600 mmのフットプリントを維持しま
す。

図 6 : DC電源の接続

DC電源コードで圧着されたラグ1

DCラグ用ファスナー2、3

保護カバー4

ステップ 6 保護カバーを使用してラグを所定の位置に固定します。

90度のラグの場合は保護カバーを上向きで固定し、ストレートラグの場合は押し下げます。
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AC電源の NCS 1004への接続

NCS 1004は、短絡、過電流、および地絡から保護するために、設置する建物の保護装置に依
存します。保護デバイスが地域および国の電気規則に準拠していることを確認してください。

注意

図 7 : AC電源の定格ラベル

AC電源の電圧定格値の範囲は、さまざまな国の標準に応じて 200 V～ 240 Vまたは 100 V～
127 Vです。

取り付けにはデュアルポールブレーカーが必要です。各フィードの二極ブレーカーの定格は、

入力電圧 200 VAC～ 240 VACで 16A、入力電圧 100 VAC～ 127 VACで 20Aです。
（注）

ステップ 1 ACケーブルが適切なAC電源パネルに取り付けられていることを確認します。ヒューズが取り外されてい
るか、遮断器がオフになっていてロックされていることを確認します。

ステップ 2 AC電源モジュールのケーブルコネクタに AC電源コードを接続します。

ケーブルを配線する際は、50mm以上の隙間を確保してください。ETSIラックのフットプリン
トを 600 mmに維持するには、ケーブル出口が 90度のものを使用します。

（注）

ステップ 3 ケーブル固定クリップを閉めて電源ケーブルを固定し、誤って外れないようにします。
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図 8 : 90度電源ケーブルの接続

ケーブル出口が 90度のケーブル1

180度アースラグ2

図 9 :ストレート電源ケーブルの接続

ストレート出口のケーブル1
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90度アースラグ2

ファンユニットの取り付け
このタスクには、シャーシへのファンユニットの取り付けに関する情報が含まれています。

ステップ 1 挿入する前に、ファンユニットを正しい方向に向けます。[This Side Up]ラベルを確認します。

ステップ 2 片手でハンドルを持ち、もう一方の手でファンユニットを支えながら、ファンユニットをシャーシ背面の
スロットに挿入します。

バネ付きレバーを左に押し、親指でロック解除位置（保持位置）に保持したまま、ファンユニットを挿入

します。

図 10 :ファンユニットの挿入
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ステップ 3 バネ付きレバーを放して、ファンユニットを所定の位置にロックします。

図 11 :リリース状態のバネ付きレバー

バネ付きレバー1

光ファイバ管理ブラケットの取り付け
このタスクでは、ラインカードまたはフィラーカードへの光ファイバ管理ブラケットの取り付

けについて詳しく説明します。

ステップ 1 光ファイバ管理ブラケットをカード（状況によりラインカードまたはフィラーカード）に固定します。

ステップ 2 トルクスドライバを使用して、光ファイバ管理ブラケットの 2本のトルクスネジ（M3、T15）を 0.65 Nm
のトルク値で締めます。

光ファイバ管理ブラケットの長さを調整する手順については、以降のセクションで説明します。

Cisco NCS 1004モジュールの設置
17

Cisco NCS 1004モジュールの設置

光ファイバ管理ブラケットの取り付け



1.2T、1.2TL、2-QDD-C、および QXP-K9ラインカードの光
ファイバ管理ブラケットの調整

このタスクでは、光ファイバ管理ブラケットの長さを調整する方法について詳しく説明しま

す。

ETSIラックでは、600 mmのフットプリントを維持するために、光ファイバ管理ブラケットを
低い場所に設置することをお勧めします。また、取り付ける前にブラケットの長さを調整して

ください。

（注）

ステップ 1 ブラケットの両側にあるプランジャピンを押し下げて、水平バーを外します。

図 12 :光ファイバ管理ブラケットの調整

プランジャピンを図の方向に押します。1

プランジャピン2

水平バー3

ステップ 2 光ファイバ管理ブラケットの水平バーを外側に引いて、ブラケットを長く伸ばします。

水平バーが完全に伸びきると、プランジャピンによってブラケットがロックされます。

Cisco NCS 1004モジュールの設置
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プランジャピンがロックされているかどうかは、溝が見えるかどうかで確認できます。

•両方の溝が見える場合は、ピンが外れています。

•溝が 1つも見えない場合、バーはまだ完全に伸びきっていません。

•溝が 1つ見える場合、バーが正しく取り付けられ、ロックされています。

図 13 :伸展位の光ファイバ管理ブラケット

OTN-XPラインカードの光ファイバ管理ブラケットの調整
このタスクでは、ラックで光ファイバ管理ブラケットの長さを調整する方法について詳しく説

明します。

始める前に

シャーシをラックに取り付ける前に、光ファイバ管理ブラケットをフィラーカードおよびライ

ンカードに取り付ける必要があります。詳細な手順については、「光ファイバ管理ブラケット

の取り付け」セクションを参照してください。

T15トルクスドライバを使用して、片側の 2組のネジを緩めて取り外します。

Cisco NCS 1004モジュールの設置
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図 14 :光ファイバ管理ブラケットセット

光ファイバ管理ブラケット1

プラガブルモジュールの取り付け
このタスクには、ラインカードへのプラガブルモジュールの取り付けに関する情報が含まれて

います。ラインカードにはダストキャップが付属しています。

ダストキャップがプラガブルスロットに差し込まれていない場合は、キャップを挿入してライ

ンカードを保護します。

高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバ、光ファイバケーブ

ル、および光ポートを埃のない清潔な状態に維持する必要があります。使用しないときは、保

護キャップやダストキャップで覆ってください。

注意

ステップ 1 ダストプラグを取り外します。

ダストプラグは保管して再利用できます。

ステップ 2 次の図に示すように、プラガブルモジュールの向きを合わせてスライドさせ、スロットに挿入します。
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図 15 : QSFPプラガブルモジュールの挿入（1.2Tラインカード）

図 16 : QSFP-DDプラガブルモジュールの挿入（OTN-XPラインカード）
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プラガブルモジュールのプルタブは、必ず一番上の列が常に下を向き、一番下の列が上を向く

ようにする必要があります。

注意

図 17 : QSFP-28プラガブルモジュール（OTN-XPラインカード）の挿入

プラガブルモジュールをスロットに無理に押し込まないでください。モジュールおよび/またはスロットが
損傷する可能性があります。

図 18 : QSFP-DDプラガブルモジュールの挿入（QXP-K9ラインカード）
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プッシュツールを使用して、QSFP-DD、QSFP-28、および CFP2プラガブルモジュールを以下
に示す位置に差し込みます。

（注）

図 19 :プッシュツールを使用したプラガブルモジュールの差し込み

ステップ 3 次の図に示すように、光ファイバ管理ブラケットを使用して、プラガブルモジュールから出ているケーブ
ルを配線します。

図20 :プラガブルモジュール（1.2T、1.2TL、2-QDD-C、およびQXP-K9ラインカード）から出ている光ファイバを使用した光ファイバ管
理ブラケット

Cisco NCS 1004モジュールの設置
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図 21 : OTN-XPラインカードの光ファイバ管理ブラケット

ケーブルサポートブラケットのプラガブルモジュールから出ている光ファイバ1

光ファイバとケーブルを管理するためのガイドライン：

•ベルクロテープを使用して、光ファイバを光ファイバ管理ブラケットに束ねます。

•左側のラインカードの光ファイバは左側から、右側のラインカードの光ファイバは右側から出す必要
があります。

•コントローラの光ファイバとケーブルは、右側から出す必要があります。OIR中にコントローラを引
き抜くための、十分なたるみを維持します。

• PSUのケーブルは、背面から見て左側から出す必要があります。

•アースケーブルは背面から見て右側から出す必要があります。

• ETSIラックの場合、電源ケーブルとアースケーブルをシャーシの下にある50mmの隙間に配線して、
シャーシのフットプリントを 600 mmに維持します。

•ケーブルサポートブラケットのプラガブルモジュールから出ている光ファイバを配置します。ケーブ
ルサポートブラケットにある隙間にマジックテープを通し、光ファイバを束ねます。CFP2プラガブル
モジュールの着脱を妨げる可能性があるため、CFP2ポートの近くにはベルクロテープを配置しないよ
うにします。
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OTN-XPラインカードは、QSFP-100G-SR4-S（CPN 10-3142-03以降）の最新の光モジュー
ルのみをサポートします。古いバージョンの光モジュールはサポートされていません。

（注）

エアーフィルタ
エアーフィルタは、ファンユニットによってシャーシに取り込まれた空気から埃を取り除きま

す。エアーフィルタが損傷したり、汚れたり、埃が詰まったりした場合は、新しいフィルタと

交換する必要があります。機能が低下したエアーフィルタを交換しないと、シャーシ内の空気

循環が不十分になり、温度に関する環境アラームが発生する可能性があります。

Cisco NCS 1004エアーフィルタには、次のコンポーネントがあります。

•エアーフィルタのサイドブラケット x 2

•エアーフィルタのフレーム x 1

•エアーフィルタ x 1

初めて取り付ける場合は、3つのコンポーネントすべてを注文する必要があります。これら 3
つのコンポーネントすべてを組み合わせた PIDは NCS1K4-FLTR-ASLです。エアーフィルタ
ユニットの PIDはNCS1K4-FLTRです。エアーフィルタユニットを最初に取り付けた後は、エ
アーフィルタのみ交換してください。エアーフィルタのサイドブラケットとフレームは再利用

できます。

エアーフィルタの最初の検査は、エアーフィルタの最初の取り付けから6ヵ月後に行う必要が
あります。エアーフィルタは、最初の 6ヵ月の検査後 3ヵ月ごとに検査し、汚れている場合は
交換する必要があります。エアーフィルタは清掃および再利用できません。新しいエアーフィ

ルタと交換してください。予備のエアーフィルタを用意することをお勧めします。

エアーフィルタは ETSI 600 mmフットプリントを満たしていません。（注）

エアーフィルタの取り付け

このタスクでは、エアーフィルタの取り付けについて詳しく説明します。シャーシを設置する

際は、エアーフィルタも取り付けることをお勧めします。

エアーフィルタを取り付ける際の注意事項

•プラガブルモジュールのプルタブが取り付け中に損傷しないようにしてください。

•光ファイバ管理ブラケットのベルクロがエアーフィルタと干渉しないようにしてくださ
い。
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•スタック構成で中央に配置されたシャーシを取り外すには、シャーシの表面に偶発的に傷
がつくのを避けるために、シャーシ上下のエアーフィルタも取り外す必要があります。

•コントローラのケーブルが右側から出ていることを確認してください。十分にたるませて
おくことで、OIR中もコントローラを簡単に着脱できるようになります。

ステップ 1 シャーシをラックに挿入したら、シャーシの片側にエアーフィルタのサイドブラケットを固定します。ブ
ラケットの側面に矢印の表記があるか確認してください。プラスネジを使用して、ラックの片側でシャー

シとエアーフィルタのサイドブラケットを結合します。No.2プラスドライバを使用して、プラスネジ
（48-101524-01）を 4.65 Nmのトルク値で締めます。

シャーシの取り付けが完了した後にエアーフィルタを取り付ける場合は、シャーシをラックに

結合している片側 4本のネジを緩めて取り外します。エアーフィルタのサイドブラケットを固
定したら、いずれかの側で 3本のネジのみを使用してシャーシとエアーフィルタのサイドブラ
ケットをラックに結合します。

図 22 :エアーフィルタのフレームとサイドブラケットの取り付け

（注）
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エアーフィルタのフレーム1

エアーフィルタのサイドブラケット2

スペアのシリアル番号ラベル。スペアのラベルはこ

の場所に貼付することをお勧めします。

3

エアーフィルタのフレームが特定のシャーシにタグ付けされ、他のシャーシと混在していない

ことを確認してください。

注意

エアーフィルタのフレームにスペアラベルを貼る前に、スペアラベルのシリアル番号がシャー

シ上部のシリアル番号と一致していることを確認してください。シリアルナンバーが一致して

いない場合、在庫管理に不整合が生じる可能性があります。

注意

図 23 :エアーフィルタの取り付け

ステップ 2 エアーフィルタのフレームをエアーフィルタのサイドブラケットにスライドします。

ステップ 3 T15トルクスドライバを使用して、対角線上に配置されているネジの片方を 0.65 Nmのトルク値で締めま
す。

ステップ 4 エアーフィルタの向きを正しく設定してください。矢印は上向きにする必要があります。

ステップ 5 エアーフィルタをフレームの端に合わせてはめ込みます。

ステップ 6 T15トルクスドライバを使用して、エアーフィルタの片側のネジを 0.65 Nmのトルク値で締めます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


